
 

 

 

掲載日 2022 年７月 19 日 

株式会社プログレ 

名古屋コーチンを使った専⾨店「⿃開総本家」を展開するプログレ。国内 15 店、アジアで

２店舗を展開している。コロナ禍だけでなく、原材料価格の⾼騰に⼈⼿不⾜と業界が抱える

課題にどう対応するのか、代表取締役の⻄村和則⽒に聞いた。 

 

危機を乗り越えた経験 コロナ禍でも冷静な対応 

 

当社は 2000年に名古屋駅⻄⼝に焼き⿃などを提供する居酒屋として 1号店をオープンした

のが始まりです。創業からこれまでに⿃インフルエンザや東日本⼤震災など⼤きな試練が

ありました。また 2006 年には新業態として⾼級和⾷店を経営しましたが、⾼級⾷材やワイ

ンなどを扱うノウハウがなかったこともあり閉店を決めました。 

 

そこで基本の⿃料理に⽴ち返ろうと思い、「なごやめし」の中でも名古屋コーチンの親⼦丼

ならインパクトもあると考え、2008 年に名古屋三越ラシックに最初の店を出しました。 

 

その後は名古屋駅地下街や名古屋城⾦シャチ横丁、フードコートなど名古屋を中⼼に出店

し認知度を⾼めてまいりました。また創業当初は居酒屋のイメージが強かったですが、徐々

に親⼦丼専⾨店に切り替えるなど業態を変化させていきました。 
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しかし、2019 年からの新型コロナウイルスの影響により

お客様の来店が減少し、休業に追い込まれるなど店舗の

売り上げは軒並み減少していきました。当店のお客様は

観光で来られている⽅が多いため、売上は新幹線の乗降

客数の減少と⽐例していることも追い打ちをかけまし

た。 

 

ただ、これまでいくつも危機を経験していたこともあり、

コロナへの対応は早かったと考えています。例えば、テナント店舗の家賃について、オーナ

ーとすぐに交渉し、影響を少なくすることができました。また、新業態としてデリバリーも

検討しましたが、採算をとることが難しいと考え、従業員には⼀時的な休暇として休みを推

奨しました。 

 

東京駅前に進出、⼈⼿不⾜をロボットで解決 

 

今後は９月に東京駅前の⼤型複合施設「東京ミッドタウン⼋重洲」に新店舗をオープンしま

す。当施設には、日本初のテナントがたくさん店を構え、国内外から多くの⼈が視察に訪れ

ることが期待されています。こういった知名度の⾼い施設への出店は、新たな出店オファー

にもつながります。現在も、⾸都圏の私鉄沿線の再開発エリアから引き合いをいただいてい

ます。 

 

現在の課題は、⼈⼿不⾜と原材料価格の⾼騰ととらえています。とくに⼈⼿不⾜は慢性的で、

コロナ終息後はさらに逼迫化することが予想され、経営の存続にも影響するでしょう。 

 

そこで当社では、調理⽤ロボットの導⼊と店舗管理の効率化を検討しています。調理⽤ロボ

ットの導⼊により、味の平準化と作業効率の向上が期待されます。また店舗管理の効率化は、

ベテランの料理⼈が複数の店舗の料理をモニターで確認し、改善点があれば、すぐに電話し

て修正させる対応を考えています。 

 

ハートのつながりとお客さまへの感謝を 

 

当社では創業時から常にお客さまから、「ありがとう」

「おいしかったよ」と⾔ってもらえる店づくりを⽬指

しております。これからの飲⾷店は、これまでの「⼈」

中⼼から、「ＡＩ（⼈⼯知能）」を搭載した「⼈とロボ

ット」が融合した店が⽣き残ると考えています。ただ、

便利になるからこそ、接客ではハートとハートのつな

がりを強めたい、というのが当社の考えです。こうし

た取り組みを実直に続ければ、20〜30 年後には⾃分

⾃⾝が納得できる会社と店になっていると思います。 
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私が⼤切にしている⾔葉は、「常に愛情をもって感謝する」です。これは 500 年の歴史があ

る和菓⼦店の⽅に聞いた⾔葉で、お店が⻑く続いている秘訣は、500 年前も今も、感謝する

気持ちだということでした。この⾔葉を聞いた時、まったく同感だと思い、当社でも⼤切に

しています。シンプルに、そして⾃然にお客さまや従業員、取引先に感謝する、そこを間違

えなければ、これからもうまく進んでいけると思います。 

 

 

 


